乳幼児を育てる母親への野菜栽培による育児支援の効果 「育G の会クローバー」での育児支援活動の実践報告 by 藤本 美穂 et al.
総合研究所所報                               第 20 号 







―「育 G の会クローバー」での育児支援活動の実践報告― 
 
健康医療学部 看護学科助教 藤本 美穂  
健康医療学部 看護学科准教授 今西 誠子  
健康医療学部 看護学科講師 夏山 洋子  
健康医療学部 看護学科教授 杉山 智春 














育 G の会クローバー）を開催している（以下、育 G の会とする）。2015 年度は計 7 回、
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析）は本学 2017 年度共同研究（第二種）の助成を受けて実施した研究である。  
第 1 はテキストマイニング分析の実施であり、第 37 回日本看護科学学会学術集会で
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回収数は 9 名（回収率 100％）であった。記載の内容を分析した結果、複数用いられ
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京都学園大学京都太秦キャンパスで実施される看護学科の育児支援活動「育 G の会 ク









 面接は 1 回約 60 分で 1 回行う。 
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は最終回の「収穫と試食の実施」であった。毎回の参加者数の平均は約 24 名であった。 
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 参加者数は子どもが 23 名、保護者が 13 名、シニアボランティアが 3 名であった。
参加を予約制にした理由は、2015 年度の野菜収穫の回で参加者が予想外に多く（2015
年度 52 名）、対応に時間がかかってしまったため、予約制とした。その結果、参加者
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